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１．目的と概要 

近年、スーパーやコンビニの陳列棚に並ぶ調理済み食品の種類や量が増えている。そ

の背景には調理時間を節約したい消費者が増えていることがある。子供をもつ家庭にお

いても調理済み食品の使用が増え、自宅で農産物を調理して使う機会が減ってきている。

そのため、子供たちが農産物に直接手に触れたり、調理をしたりする機会も減っている

と考える。そこで、私たち ASUSは農作物がどのように栽培されて成長して、収穫される

のかを子供たちに知ってほしい。 

以上の背景から、小学生に対して野菜の収穫体験と料理教室を実施する。野菜の収穫体

験では、野菜がどのように育っていくのかを生物学的な視点も含めて教える。また料理

実験では、自分たちで収穫した野菜を使い実験を行う。 

この２つの体験を通して、香川における食と農の豊かさや楽しさを小学生に理解して

もらうことを目的とするものです。 

 

 

２．実施期間（実施日） 

令和４年５月１日から 令和５年３月 31日まで 

 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等 

今年度、ASUSでは、収穫体験企画、料理実験企画の２つを含んだオムニバス型の体験

学習をコンセプトとし、様々な角度から食と農業についての情報を発信してきた。この

イベントを行い、それぞれ地域から参加していただいた。また、多くの方から、活動に

対してご好評を頂くことができ、地域の方々との交流を深めることができた。今年度の

活動を振り返り、食と農業について考え直してもらう機会を提供するという、本企画を

通じた目標を十分に達成できたのではないかと、私たちは考えている。 

 

 

 

 



 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

このプロジェクト事業を実施したことにより、農作物について知ってもらうことが出

来たのではないかと考えている。農作物は私達にとって誰もが何かしらの恩恵を受け、

命のバトンの 1 つの要素となっている。これら農作物を作るにあたって人の手を交えて

栽培するという一連の動作は文化であり、多くの人や種を越えた心が通っている。しか

し、今日においては多くの農地が失われ、細かな作業の部分まで機械の多様化が進んだ

ことなどにより、農作業の内容が簡略化され、自然や人から教わる機会が徐々に失われ

つつある。そのため農作物栽培が文化の振興、人や異種を越えた交流の場であることを

認識できたと思う。 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

私たち学生への影響、効果としては自主性や主体性の向上、またプロジェクトの進行に

伴った問題を解決する力が得られたと感じています。こうした力はプロジェクトを運営す

る上で私たちは自身で活動を考えていくことで身に付き、その際に発生した問題にも臨機

応変に対応することができるようになりました。 

 

 

６．反省点・今後の展望（計画）・感想等 

今回のプロジェクトの反省点は、経費と参加人数です。経費は、予定していた料理教

室がコロナで飲食が出来なくなり、料理実験になってしまったため、金額に大きな差が

生まれてしまいました。参加人数では、コロナということがあり募集人数を少なくした

ことでイベントが少し寂しいものになってしまいました。 

今後は、イベントを始動する前にしっかり確認を取ってから行動したいと考えていま

す。また、参加人数は少し多めにとってもいいのかなと感じました。 

今年度、ASUS では、収穫体験企画、料理実験企画の２つを含んだオムニバス型の体験

学習をコンセプトとし、様々な角度から食と農業についての情報を発信してきた。このイ

ベントを行い、それぞれ地域から参加していただいた。また、多くの方から、活動に対し

てご好評を頂くことができ、地域の方々との交流を深めることができた。今年度の活動を

振り返り、食と農業について考え直してもらう機会を提供するという、本企画を通じた目

標を十分に達成できたのではないかと、私たちは考えている。 

今回活動してきた中で得られた反省点・改善点等は、来年度以降の活動に生かして行きた

い。 

 

 

７．実施メンバー 

  代表者 川田大貴（農学部２年） 

  構成員 加納 滉大（農学部２年）    小島 海 （農学部２年） 

      岡本 茉優（農学部２年）    岩倉 世弥（農学部２年） 



 

      二川 結名（農学部２年）    藤原 光優（農学部２年） 

      山下 陸 （農学部１年）    丸山 哲平（農学部１年） 

      佐藤 健心（農学部１年） 

 

 

８．執行経費内訳書 

品名・件名 数量 金額 品名 数量 金額

カキ殻石灰 2 1,424 ステン板 1 470

有機配合肥料 2 6,556 銅板 1 1,408

マルチ押えR　グレー 2 2,194 キッチンスポンジ 1 118

トンネル支柱5本パック 8 3,056 キュキュット詰替 2 830

黒マルチ 1 1,848 インクカートリッジ 2 2,596

大澤　4サイクル燃料 4 3,432 NEWクレラップ 2 932

2サイクル混合燃料 2 2,816 紙ボウル 5 975

紳士長靴 2 2,194 ELPA　SクリップキットM 4 2,980

紳士長靴 2 2,194 インクカートリッジ 2 9,856

強力軍手3本編12双組 2 984 ELPA　スポット球2.5V 1 184

すべり止め軍手　12双組 1 492 ELPA　スポット球2.5V 1 184

草刈チップソー2枚組 2 2,816 ELPA　スポット球2.5V 1 184

音の静かな台車 1 8,778 ELPA　スポット球2.5V 1 184

金の種　よく染みるおでん大根 2 770 ELPA　小ベース 1 173

PVC長靴 1 1,097 ELPA　小ベースリード付 4 692

軽減税率：レモン 2 233 18-8共柄茶漉しWアミ　中 1 437

軽減税率：りんご 2 298 18-8三角茶漉し　大 1 327

軽減税率：グレープフルーツ 1 149 ポリエチレン手袋 1 437

アルコールハンドスプレー 2 3,256 ポリエチレン手袋 1 437

シルコット除菌ウェットティッシュ 1 1,078 バイオマスレジ袋 1 657

手指の消毒スプレー 2 1,205 テーブルふきん 1 877

イータック抗菌化スプレー 1 1,408 18-8共柄茶漉しWアミ　中 1 437

文字が見やすいコピー用紙 2 808 立替払/収穫体験＆料理実験の保険料 1 1,000

アルミ板 1 272 合計 75,733  

 


